
討

論

討

論

会
派
の
構
成
人
数
に
よ
り
文
字
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

（3）　令和5年（2023年）5月15日 第204号  

当
初
予
算
に
反
対　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

地
下
水
へ
の
影
響
を
さ
ら
に
調
査
す
る
べ
き

日
本
共
産
党（
星
野　

久
美
子 

議
員
）

相
模
が
丘
な
か
よ
し
広
場
の
都
市
公
園
化
に
賛
意

借
地
公
園
の
今
後
に
期
待

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
安
海　

の
ぞ
み 

議
員
）

２
０
２
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算

前
市
長
と
は
異
な
る
「
佐
藤
カ
ラ
ー
」
を
評
価

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
沖
永　

明
久 

議
員
）

限
り
あ
る
財
源
の
活
用
と

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
を
評
価

ざ
ま
大
志
会（
松
橋　

淳
郎 

議
員
）

座
間
産
米
の
学
校
給
食
へ
の
使
用
を

盛
り
込
む
な
ど
の
一
般
会
計
予
算
を
評
価

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
長
瀨　

未
紗 

議
員
）

座
間
市
公
明
党
の
主
張
の
多
く
が

予
算
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

座
間
市
公
明
党（
加
藤　

学 

議
員
）

令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て

各
事
業
が
必
要
と
捉
え
賛
成

自
民
党
・い
さ
ま（
竹
田　

陽
介 

議
員
）

議
案
第
３
号
、
令
和
４
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
本
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、

当
局
に
よ
る
執
行
管
理
を
徹
底
し

た
上
で
発
生
し
た
不
用
額
を
他
の

事
業
へ
の
執
行
財
源
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

に
備
品
を
整
備
す
る
小
学
校
備
品

整
備
事
業
費
や
、
同
感
染
症
対
策

の
消
耗
品
を
購
入
す
る
小
学
校
総

務
一
般
管
理
経
費
に
、
国
の
補
正

予
算
で
あ
る
国
追
加
措
置
分
を
財

源
と
し
て
活
用
し
、
事
業
を
前
倒

し
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
日
頃
か
ら
職
員
が
国
や
県
な

議
案
第
８
号
、
令
和
５
年
度
座

間
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
は
、
第
五
次
座
間
市

総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
同

計
画
の
目
指
す
ま
ち
の
姿
「
ひ

と
・
ま
ち
が
輝
き　

未
来
へ
つ
な

ぐ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
７
の
政

策
と
32
の
施
策
に
沿
っ
た
事
業

が
着
実
に
執
行
で
き
る
予
算
編
成

を
心
が
け
た
と
の
こ
と
で
す
。
注

目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
小
児
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
及
び
世
帯
の

拡
充
で
す
。
対
象
年
齢
の
拡
充
等

は
、
自
民
党
・
い
さ
ま
と
し
て
も

常
に
求
め
て
き
た
部
分
で
あ
り
、

県
の
助
成
対
象
が
小
学
６
年
生
ま

で
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
本

市
で
設
定
し
て
い
た
所
得
に
よ
る

制
限
を
撤
廃
し
、
さ
ら
に
、
令
和

５
年
10
月
か
ら
は
、
18
歳
を
迎

え
た
３
月
ま
で
助
成
対
象
と
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

次
に
、
小
田
急
相
模
原
駅
周
辺

地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
費
に
つ

い
て
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

建
設
は
、
令
和
５
年
度
末
に
作
成

さ
れ
る
学
校
施
設
再
編
計
画
の
結

果
を
受
け
て
、
最
終
的
に
市
長
が

判
断
す
る
と
の
考
え
が
委
員
会
で

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。他
に
も
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
事
業
に
お

け
る
税
証
明
書
や
住
民
票
等
の
発

行
手
数
料
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
や
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対

ど
の
動
向
を
注
視
し
て
、
情
報
収

集
を
行
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
と

捉
え
、
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
８
号
、
令
和
５

年
度
座
間
市
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
総
合
計
画
推
進
事
業
費
で

は
、
行
政
経
営
の
継
続
事
業
と
し

て
、
第
五
次
座
間
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
目
指
す
ま
ち
の
姿
の
実
現

に
向
け
て
、
計
画
の
進
捗
管
理
や

実
施
計
画
の
策
定
を
行
う
と
の
説

明
が
あ
り
、
市
民
団
体
に
よ
る
外

部
評
価
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
取

組
を
念
頭
に
置
い
た
当
局
の
対
応

を
評
価
し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

策
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

補
助
事
業
費
に
お
け
る
入
谷
西
児

童
ホ
ー
ム
新
設
の
た
め
の
予
算
、

建
築
物
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
事

業
費
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
費
な
ど
、
実
施
す
る
各
事
業
が

必
要
と
捉
え
、賛
意
を
表
し
ま
す
。

議
案
第
13
号
、
令
和
５
年
度

座
間
市
公
共
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
座
間
市
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
を
基
に
し
た
地
震
対

策
事
業
等
で
は
、
気
候
変
動
に
よ

り
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
を

前
提
に
座
間
市
内
の
ハ
ザ
ー
ド
マ 

ッ
プ
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年

か
け
て
更
新
す
る
事
業
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
水
量

を
念
頭
に
更
新
す
る
と
の
こ
と
で

す
。
公
共
下
水
道
事
業
も
水
道
事

業
と
同
じ
く
、
市
民
生
活
に
欠
か

せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、

大
規
模
地
震
や
そ
の
他
自
然
災
害

の
場
面
に
あ
っ
て
も
市
民
生
活
に

必
要
な
施
設
で
す
。
維
持
管
理
に

適
切
な
予
算
措
置
で
あ
る
と
認
識

し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）

総
括
質
疑
（
２
月
17
日
）

　

吉
田
義
人
（
自
民
党
・
い
さ

ま
）、
沖
本
浩
二
（
ざ
ま
大
志
会
）、

加
藤
学
（
座
間
市
公
明
党
）、
星

野
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）、
安

海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
長
瀨
未
紗
（
会
派
に
属
さ

な
い
議
員
）、
須
﨑
友
康
（
会
派

に
属
さ
な
い
議
員
）、
沖
永
明
久

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

議
案
第
22
号
に
対
す
る
質
疑

（
２
月
17
日
）

　

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）

討
論
（
３
月
24
日
）

　

星
野
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）、

加
藤
学
（
座
間
市
公
明
党
）、
長

瀨
未
紗
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
竹
田
陽
介
（
自
民
党
・
い

さ
ま
）、
沖
永
明
久
（
会
派
に
属

さ
な
い
議
員
）、
松
橋
淳
郎
（
ざ

ま
大
志
会
）、
安
海
の
ぞ
み
（
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
）

議
案
第
24
号
・
25
号
に
対
す
る
質

疑（
３
月
24
日
）

　

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
よ
る
水

質
汚
染
は
大
き
な
心
配
事
で
す
。

環
境
補
足
協
定
の
改
善
は
求
め
ず
、

因
果
関
係
が
分
か
っ
て
い
な
い
と

の
理
由
か
ら
基
地
内
の
調
査
も
求

め
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
最
優

先
す
べ
き
は
市
民
の
安
全
・
安
心

で
す
。
ま
た
、
地
下
水
・
湧
水
中

の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
分
析
は

年
２
回
、
流
入
排
水
路
の
調
査
は

年
１
回
と
の
こ
と
で
す
が
、
暫
定

目
標
値
の
超
過
有
無
に
か
か
わ
ら

地
権
者
の
方
々
の
ご
厚
意
に
よ

り
多
目
的
広
場
と
し
て
使
用
し
て

き
た
な
か
よ
し
広
場
の
一
部
返
還

で
、
広
場
の
存
続
に
多
く
の
市
民

が
不
安
を
感
じ
て
い
た
中
、
都
市

子
ど
も
・
子
育
て
分
野
の
新
た

な
施
策
展
開
と
予
算
配
分
は
、
市

長
の
予
算
編
成
方
針
で
あ
る
「
選

択
と
集
中
に
よ
り
、
必
要
性
や
緊

急
性
、
費
用
対
効
果
が
高
い
事
業

当
初
予
算
は
、
子
育
て
支
援
に

重
点
を
置
き
、
多
様
性
社
会
、
循

環
型
社
会
実
現
の
た
め
の
予
算
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
産

地
消
促
進
事
業
費
は
、
座
間
産
米

議
案
第
８
号
、
令
和
５
年
度
座

間
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

我
々
座
間
市
公
明
党
が
令
和
４
年

の
秋
に
市
長
に
対
し
て
、
小
児
医

療
費
助
成
事
業
を
18
歳
ま
で
拡

大
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
こ
と
が

予
算
措
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

の
実
施
や
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推

進
事
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ド
対
策
と
し
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
在

宅
で
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い

る
医
療
的
ケ
ア
児
・
者
の
支
援
策

と
し
て
、
日
常
生
活
用
具
給
付
費

に
非
常
用
電
源
が
追
加
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
策
で
は
、
妊
婦
及
び
０
歳
か
ら

３
歳
児
の
養
育
者
の
移
動
に
係
る

ず
、複
数
回
調
査
す
べ
き
で
あ
り
、

国
、
米
軍
と
の
関
係
よ
り
も
、
大

切
な
水
や
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
を
優
先
に
考
え
る
べ
き
で
す
。

公
園
化
の
決
定
に
感
謝
し
、
賛
意

を
表
し
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
活

動
や
清
掃
活
動
な
ど
住
民
参
加
の

拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た

公
園
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

を
優
先
的
に
実
施
で
き
る
予
算
」

に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
前
年
度
に

引
き
続
き
、
前
市
長
と
は
異
な
る

「
佐
藤
カ
ラ
ー
」
が
鮮
明
に
示
さ

れ
た
予
算
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

を
学
校
給
食
に
使
用
す
る
と
の
こ

と
で
、
地
産
地
消
や
食
育
に
も
つ

な
が
る
取
組
と
し
て
評
価
し
ま
す
。

今
後
、
座
間
産
米
の
回
数
が
よ
り

多
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
や
ガ
ソ
リ
ン
の
購

入
に
使
え
る
チ
ケ
ッ
ト
が
月
千
円

分
支
給
さ
れ
ま
す
。
小
学
校
及
び

中
学
校
施
設
維
持
管
理
事
業
費
と

し
て
、
専
門
業
者
に
よ
る
学
校
建

築
物
点
検
が
予
算
計
上
さ
れ
て
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
を
推
進

す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
我
々
座
間

市
公
明
党
が
一
般
質
問
や
予
算
要

望
を
通
し
て
訴
え
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
高
く
評
価
し
、
賛
意
を
表

し
ま
す
。

議案書の議案書の
貸し出しに貸し出しに

ついてついて
　傍聴される方に、審議

している内容等をご確認
いただけるように議案書
の貸し出しを行っていま
す。
　数に限りがありますが、
希望される方は、傍聴受
付時に係員にお申し付け
ください。


